
Ⅰ．平成２９年度学力検査の全体的状況と説明

学力検査合計の分布状況
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Ⅲ．各教科ごとの入試問題分析

国 語
１．問題の項目と正答率

大問 小問 項目
正答率 評価の観点

特記事項（誤答例等）
（％） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

(1) 75.9 ・訓読漢字について正答率が低い傾向が見られる。「甚だしい」

問
(2) 33.3 を「はだは(だしい)」「はなた(だしい)」と解答しているものが

一
(3) 漢字の知識 70.9 ○ 散見される。教科書を読むことや多様な文章に触れることで、漢

(4) 44.4 字の読みの習熟と応用を図るとともに語彙を豊かにする指導の充

【一】 (5) 60.7 実が求められる。

問二 行書の知識 87.8 ○ ・漢字の行書の基礎的な書き方は概ね身に付いている。

問 (1)
Ⅰ 話合いの内容の整理 68.1 ○ ・話合いの際に、相違点を分かりやすく示したり意見の内容を簡

三
Ⅱ 表現技法 40.0 ○ 潔にまとめたりするように指導することが必要である。

(2) 必要な情報の選択 72.7 ○ ・根拠の妥当性について意見を述べ合う学習活動が効果的である。

問一 心情の理解 56.4 ○ ・文学的な文章について、時間的、空間的な場面の展開、登場人

3点 30.6 物の心情や行動、情景描写などに注意して読み進めていく力をさ

(1) 心情の理解 2点 0.4 ○ らに高めることが必要である。叙述に即して内容を捉えた上で、

問 1点 0.0 登場人物の心情などを考え、朗読の仕方を工夫して実際に声に出

【二】 二 3点 17.6 して読んだり、読み方の工夫やその理由について意見を交流した

(2) 心情の理解 2点 36.1 ○ ○ りする学習活動は、読みを深めていくことに繋がると考えられる。

1点 7.5 ・文章の読みを深めるには学校図書館等で他の資料を集めて参考

問三 内容の理解 59.5 ○ にする学習活動も効果的である。その際、疑問に照らして、必要

問四 内容の理解 84.9 ○ な情報が何であるかを主体的に考えさせる指導が必要である。

問一 内容の理解 83.9 ○ ・書き手の論の展開の仕方を理解して内容を的確に把握する力を

4点 3.5 高める必要がある。文章中の具体例や引用した部分などの付加的

(1) 内容の理解
3点 39.4

○ ○
な情報を整理し、それらが文章の中心的な部分をどのように支え

問 2点 12.0 ているのかについて考える学習活動が効果的である。

二 1点 16.4 ・問二の(1)、問三では、解答の要素が不足しているもの、要素

【三】 (2) 内容の理解
2点 12.3

○ ○
間の因果関係が適切でないもの、具体例に用いられた語句をその

1点 11.9 まま使用したものが多数みられた。段落相互の関係を検討してキ

4点 0.0 ーワードを抜き出し、それらの関係を整理して文章の内容を読み

問三 内容の理解
3点 5.5

○ ○
取ることを通して、要旨を捉える力を育成することが求められる。

2点 11.7 ・説明の仕方など表現の特徴を捉える力を高めるには、主張に基

1点 9.7 づく具体例や根拠の示し方などの表現の工夫について、書き手の

問四 内容の理解 63.2 ○ 意図やその効果を考える学習活動が効果的である。

問一 歴史的仮名遣いの知識 79.8 ○ ・古典では、生徒が身に付けている知識を生かせる場面を設定し、

3点 55.0 古典への興味・関心を深めることが大切である。

(1) 内容の理解 2点 9.0 ○ ○ ・文語のきまりを知り、音読することを通して古典特有のリズム

【四】 問
1点 1.1 を味わわせる必要がある。

二
3点 48.7 ・問二の(1)では、「牛」を主語としない解答が散見される。古文

(2) 内容の理解 2点 6.4 ○ ○ を読む際には、主語を常に意識させることが重要である。

1点 1.5 ・場面の展開や登場人物の描写に注意して読み、口語訳等を参考

(3) 内容の理解 75.7 ○ ○ にして文章全体の趣旨を的確に捉える力を高める必要がある。

問一 質問の意図 63.1 ○ ○ ・「話すこと・聞くこと」の指導においては、必要な情報を収集、

問二 話の構成 81.8 ○ ○ 分類、整理して、根拠を明確にして自分の考えを説明したり、主

6点 23.5 張や根拠などに注意して聞き、相手の話の要点を捉えたりする力

5点 14.3 をさらに高めることが求められる。

【五】 4点 17.7 ・問一の結果を踏まえ、相手の話を的確に聞き、話の展開や答え

問三 表現 3点 10.5 ○ ○ ○ た内容に応じて、相手の言いたいことを確認したり、さらに知り

2点 10.8 たい情報について聞いたりするなど、明確な意図をもって質問を

1点 3.9 することができるよう具体的な場面を設定して指導することが求

無解答 7.0 められる。

【評価の観点】 Ａ：話す・聞く能力 Ｂ：書く能力 Ｃ：読む能力 Ｄ：言語についての知識・理解・技能
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２．知識・技能について

①①①① 漢字は、常用漢字の音訓について一字一字を正確に読み書きできるようにすることに加え、文脈の中で適
切に使えるようにすることが大切である。既習の漢字を積極的に使用したり、知らない熟語の意味をその漢既習の漢字を積極的に使用したり、知らない熟語の意味をその漢既習の漢字を積極的に使用したり、知らない熟語の意味をその漢既習の漢字を積極的に使用したり、知らない熟語の意味をその漢
字の訓読みから推測したりする機会を意図的に授業に取り入れる字の訓読みから推測したりする機会を意図的に授業に取り入れる字の訓読みから推測したりする機会を意図的に授業に取り入れる字の訓読みから推測したりする機会を意図的に授業に取り入れることが大切である。また、同音の漢字や形
が似た漢字など、間違えやすい漢字に注意するように指導することが必要である。

②②②② 社会生活や各教科での学習活動に役立てられるよう、話合い等についてより実践的な学習をすることが求
められる。話合いでは、目的や場面に応じて、話題や方向を捉えて話し合ったり、互いの発言を検討して発目的や場面に応じて、話題や方向を捉えて話し合ったり、互いの発言を検討して発目的や場面に応じて、話題や方向を捉えて話し合ったり、互いの発言を検討して発目的や場面に応じて、話題や方向を捉えて話し合ったり、互いの発言を検討して発
言の共通点や相違点を明確にしたりする言の共通点や相違点を明確にしたりする言の共通点や相違点を明確にしたりする言の共通点や相違点を明確にしたりすることが重要である。また、建設的な話合いや一定時間内での合意形
成のためには提案の趣旨や理由を明確にしつつ、目的に沿って話合いを進行する提案の趣旨や理由を明確にしつつ、目的に沿って話合いを進行する提案の趣旨や理由を明確にしつつ、目的に沿って話合いを進行する提案の趣旨や理由を明確にしつつ、目的に沿って話合いを進行することも大切である。いくつ
かの異なる意見が出るようなテーマを設定し、全体で意見を述べる前に自分の考えを形成する時間を十分に
確保した上で意見を述べ合う学習活動により、生徒の「話す・聞く」能力の向上を図ることが必要である。

３．思考力・判断力・表現力等について

（１） 思考力・判断力・表現力等を問う設問の意図（ねらい）（１） 思考力・判断力・表現力等を問う設問の意図（ねらい）（１） 思考力・判断力・表現力等を問う設問の意図（ねらい）（１） 思考力・判断力・表現力等を問う設問の意図（ねらい）

文章の内容をインターネットを利用して詳しく調べる場面で情報を適切に読み取る問題、文章の内容をメ
モや四コマ漫画にまとめる問題、インタビュー記事を素材として、聞き手の意図や話の展開を捉える問題、
プレゼンテーションの展開に関して自分の意見を表現する問題など、知識・技能等を実生活の場面に活用す
る力や課題解決のための構想を立てる力などをみる問いを出題した。
その中で、【五】問三は、「大分県を訪れる外国人に温泉を紹介する」級友に対して、自分ならどのように

アドバイスをするかを具体的に表現することを求めた設問である。
スピーチでは、目的や相手、時間などの条件に応じて、必要な情報を収集、整理して自分の考えが効果的

に相手に伝えられるよう内容を組み立てる必要がある。また、聞き手に分かりやすく話すには、リハーサル
などを通して相互に助言する中で修正を加えていくことが重要であり、その際、なぜそのように修正するの
かという理由を明らかにし、分かりやすく説明することが必要である。
この設問では、「順序をどのように改めるかのアドバイス」を具体的に述べることを求めているため、受験

者は表現する目的と相手に留意しつつ、自分の考えを根拠とともに述べることとなる。三つの「コメントと
フリップの内容」に示される情報を読み取る力、相互の関連性を捉える力、論理の展開を考える力をみるこ
とのできる設問である。

（２） 解答結果とその分析（２） 解答結果とその分析（２） 解答結果とその分析（２） 解答結果とその分析

検査の結果については、平均得点率が56.7％（H28表現問題:32.1％）であり、無解答率は7.0％（H28表現
問題:8.6％）であった。
正答は、設問に応じて級友にアドバイスをする立場に立ち、前半で、順番をどのように改めるのかを具体

的に述べ、後半で、そのように改める理由を外国人に紹介する場面であるという設定を踏まえて述べている
ものとした。誤答についてみると、変更することで生まれる効果についての言及のないもの、変更した順序
とその理由が整合していないものがみられた。また、場面、目的、対象を踏まえていない誤答もみられた。
今年度の平均得点率の上昇は、身近な郷土の素材が用いられていたからであろう。無解答率が減少傾向に

あることは、小・中学校を通して「書くこと」の指導の充実が図られている成果だと捉えられる。

４．指導の在り方について

（１） 中学校における今後の指導の在り方（１） 中学校における今後の指導の在り方（１） 中学校における今後の指導の在り方（１） 中学校における今後の指導の在り方

中学校３年間における「書くこと」及び「話すこと・聞くこと」の指導のさらなる充実が求められる。指
導に際しては、生徒の発達段階に応じて話題や課題を日常生活から社会生活へと広げながら、様々なものに話題や課題を日常生活から社会生活へと広げながら、様々なものに話題や課題を日常生活から社会生活へと広げながら、様々なものに話題や課題を日常生活から社会生活へと広げながら、様々なものに
目を向けさせる目を向けさせる目を向けさせる目を向けさせることが必要である。また、目的や意図、多様な場面や状況に応じて材料を整理し、表現や語目的や意図、多様な場面や状況に応じて材料を整理し、表現や語目的や意図、多様な場面や状況に応じて材料を整理し、表現や語目的や意図、多様な場面や状況に応じて材料を整理し、表現や語
句を選択して自分の考えを適切に表現する学習活動を充実させる句を選択して自分の考えを適切に表現する学習活動を充実させる句を選択して自分の考えを適切に表現する学習活動を充実させる句を選択して自分の考えを適切に表現する学習活動を充実させることにより、社会生活で生きて働く言語能
力を育成することが求められる。

（２） 高等学校における今後の指導の在り方（２） 高等学校における今後の指導の在り方（２） 高等学校における今後の指導の在り方（２） 高等学校における今後の指導の在り方

中学校から高等学校まで一貫して生徒の言語能力を育成する観点から、生徒の実態を的確に把握し、義務義務義務義務
教育段階での学習内容の確実な定着教育段階での学習内容の確実な定着教育段階での学習内容の確実な定着教育段階での学習内容の確実な定着を図るとともに、中学校学習指導要領に示される指導事項及び言語活動
について理解し、思考力・判断力・表現力等の育成をいっそう進めるための指導計画の設定、授業展開の工指導計画の設定、授業展開の工指導計画の設定、授業展開の工指導計画の設定、授業展開の工
夫夫夫夫を行うことが大切である。
特に、「話すこと・聞くこと」、「書くこと」については、指導のねらいを明確にした年間の指導と評価の計指導のねらいを明確にした年間の指導と評価の計指導のねらいを明確にした年間の指導と評価の計指導のねらいを明確にした年間の指導と評価の計
画に基づいて計画的、系統的に指導画に基づいて計画的、系統的に指導画に基づいて計画的、系統的に指導画に基づいて計画的、系統的に指導することが求められる。材料を収集する方法やそれを選択する力を身に材料を収集する方法やそれを選択する力を身に材料を収集する方法やそれを選択する力を身に材料を収集する方法やそれを選択する力を身に
付ける付ける付ける付けること、適切な表現の仕方や論理の構成、展開により自らの考えを相手に納得させ、同意や共感を得る適切な表現の仕方や論理の構成、展開により自らの考えを相手に納得させ、同意や共感を得る適切な表現の仕方や論理の構成、展開により自らの考えを相手に納得させ、同意や共感を得る適切な表現の仕方や論理の構成、展開により自らの考えを相手に納得させ、同意や共感を得る
こと、相手の立場を尊重した対話や交流によって合意を形成したり、思考の深化を図ったりする相手の立場を尊重した対話や交流によって合意を形成したり、思考の深化を図ったりする相手の立場を尊重した対話や交流によって合意を形成したり、思考の深化を図ったりする相手の立場を尊重した対話や交流によって合意を形成したり、思考の深化を図ったりすることなど、
社会人として必要な国語の能力の基礎を確実に育成することが必要である。
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２．知識・技能について�

①  基本的な知識は定着しているようだが、【３】（１）や【５】（２）②に見られるように、分類やグループ分

けされる内容の知識・理解が曖昧な生徒が多い。知識を定着させるために、分類表を作らせたり、効果的に

ＩＣＴを用いたりして、複数の情報を整理する力を養う必要がある。 

②� 小数の計算の技能が高くない生徒も見受けられる。特に、【１】（３）の簡単な割合の考えを用いたうえで
の小数の掛け算の正答率 ����％に象徴される。授業の中で、基本的な計算技能の練習をさせる必要がある。

また、比の考え方を用いる【２】（３）（４）、【４】（３）（４）などの正答率も低い。割合や比の概念を理科

の授業でもしっかり押さえる必要がある。 

�

３．思考力・判断力・表現力について�

�１）思考力・判断力・表現力等を問う設問の意図（ねらい）�

【４】（３）（４）は、力の大きさとばねの伸びの実験を通して、力のつりあいと作用・反作用の基本的知識

とともに、二つの知識を活用して力の図示をしながら順序立てて組み立てる論理的思考力と、複数の条件を

整理して分析的に見取る能力をみるために出題した。特に（３）については、ばね定数の違う二つのばねが

受ける力をそれぞれ図示することで、直列つなぎの伸び方に気づく思考力が必要である。（４）については、

宇宙空間でも体重を測定できるばねの有用性を確認するとともに、（４）アでは力のつりあいと作用・反作用

の違いを明確にして整理し、表現する能力が求められる。（４）イでは装置から伸びを読みとり、複数の事柄

を関連付けて分析する能力が必要である。 

 

�２）解答結果とその分析�

正答率は（３）11.0％、（４）ア 37.3％、イ 4.4％であった。フックの法則の理解（１）76.0％と比較する

と低い。分析的に見取る判断力をみた問いの正答率が低く、特に（４）イが 4.4％にとどまったことも鑑みる

と、以下のようなことが言える。 

・�力のつりあいと作用・反作用の違いを考える活動では、実験で確かめるだけでなく力の図示を行うこと 

で、目に見えない現象などの事物の一般化・抽象化をさせ、思考を深める指導が必要である。 

・ ペアワークやグループ活動では、互いの考えを発表しあうことで知識が段階を経て整理され、複数の条

件を分析的に見取る判断力を身につけることができる。単元の中で計画的にそのような活動を取り入れる

必要がある。 

�

４．指導の在り方について�

（１）中学校における今後の指導の在り方 

①��ある事象の観察や実験の結果を考察する際に、科学的な見方・考え方を働かせて、比較したり関係付けた

り条件に目を向けたり推論したりする視点をもって、分析し解釈できるようにする時間を授業の中に位置付

けていく必要がある。�  

②� 自然の事象には、第１分野と第２分野の両方に関わるものが多くある。そのため、二つの分野を横断した

総合的な見方・考え方ができるようにすることが大切である。 

③� 日常生活や他教科等との関連を図るなど、生徒の知的好奇心や探究心から目的意識をもった観察・実験を

行うことを通して、理科を学ぶことの意義や有用性を実感する学習経験を設定していく必要がある。 

④� 独立変数と従属変数が複数ある実験の結果を分析し解釈する際は、全体の傾向を読み取るとともに一つの

独立変数から、どのように整理し分析していけばよいかについて生徒自身が見通しをもって取り組める学

習場面を設定することが必要である。 

�

（２）高等学校における今後の指導の在り方�

①��入学時における生徒の知識・理解の到達度や計算の技能、複数の事柄を関連付けて思考・判断する能力、

それらを表現する能力の度合いは、各高等学校において様々である。従って以下の指導が求められる。 

・� 高校入試の正答率調査や誤答例を分析する中で、苦手な分野、計算技能の到達度、思考力・判断力・ 

表現力の度合いなどを把握する。そのうえで、生徒の実態に即した授業のねらいを明確にすること。 

・�中学時の内容を互いに補完するために、生徒どうしの対話を大切にした活動を設けること。 

②� 単元全体を見通し、「いつ」「どの力を」「何の教材で」「どういう活動で」身につけさせるのかを整理する

ことで、生徒は今の状況を把握し、方向性が明確になり、学びが深まる。そのためには、評価規準を具体的

に定め、それらを段階別に評価する評価基準を具体的に設定したうえで、以下の指導が求められる。� � �  

・�一つの法則や知識を導きだす過程の中で、主体的に思考させるために効果的な発問を計画的に行う。 

・�演示実験で疑問を投げかけたり、仮説検証実験で探究的な活動をさせたり、獲得した原理や法則の確認 

実験をさせたりと効果的に実験を位置づけることで、科学的なものの見方・考え方を養い思考力を深める。 

・�教員との対話、ペアワークやグループ活動など協働活動における対話によって、複数の知識どうしが結�

びつくことや、間違った固定概念に気づくことができる活動を取り入れる。 

・�知識や概念の系統立てた整理、法則の活用等を考えたり、説明したりする学習活動を取り入れる。 
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